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特集 第20回通常総代会P2-6
被災農家の早期経営再建にむけ
NOSAI の役割を果たす

P8-9 収入保険
予期せぬリスクから
農業経営を守ります

P13 職員配置
４月１日付け人事 
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第20回通常総代会を開催

被災農家の早期経営再建にむけ
NOSAIの役割を果たす

◆ 

提
出
さ
れ
た
議
案 

◆

 

議
案
第
１
号

事
業
規
程
の
一
部
変
更
議
決
の
件

 

議
案
第
２
号

令
和
６
年
度
事
業
報
告
書
、
財
産
目
録
、

貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
剰
余
金

処
分
案
及
び
不
足
金
処
理
案
承
認
の
件

 

議
案
第
３
号

令
和
７
年
度
事
業
予
定
計
画
書
及
び
収

支
予
算
書
議
決
の
件

 

議
案
第
４
号

令
和
７
年
度
事
務
費
賦
課
金
徴
収
額
及

び
徴
収
方
法
議
決
の
件

 

議
案
第
５
号

役
員
、
顧
問
弁
護
士
、
損
害
評
価
会
委

員
及
び
共
済
部
長
報
酬
議
決
の
件 

 

議
案
第
６
号

借
入
金
最
高
限
度
額
及
び
借
入
条
件
議

決
の
件

 

議
案
第
７
号

特
別
積
立
金
取
り
崩
し
限
度
額
議
決
の
件

 

議
案
第
８
号

余
裕
金
預
入
先
議
決
の
件

 

議
案
第
９
号

危
険
段
階
別
共
済
掛
金
率
設
定
議
決
の
件 

 

議
案
第
10
号

職
員
給
与
規
則
の
一
部
改
正
承
認
の
件 

　任意共済の加入推進において、顕著な
功績のあった方を表彰しました。（敬称略）

　事業推進功績者表彰
　【農機具共済の部】
　なでしこ第一営農組合
　　代　　　表　中田　　茂　　（川北町）
　　　　　　　　中橋　政久　　（輪島市）

　農業保険事業の普及又は加入に貢献さ
れた方に感謝状を贈呈しました。（敬称略）

　【建物共済の部】
　（株）農家ふじた
　　代表取締役　藤田　晶美　　（小松市）
　　　　　　　　杉本　照雄　（野々市市）
　弥勒町
　　代　　　表　弥浦　修一　　（金沢市）
　【農機具共済の部】
　　　　　　　　檞　　幸子　　（小松市）
　（農）アグリてどり
　　代 表 理 事　瀬川麻衣子　　（能美市）
　（株）Ｆ．Ｋファーマーズ
　　代表取締役　柏木　優輝　　（金沢市）
　（株）おおさわファーム
　　代表取締役　大沢　朗正　　（内灘町）
　（農）アグテック熊木野
　　代 表 理 事　川上　　伸　　（七尾市）
　【収入保険の部】
　　　　　　　　南出　耕市　　（小松市）
　　　　　　　　西尾　哲彦　　（金沢市）
　（株）米屋ファーム
　　代表取締役　魚住　文男　　（白山市）
　　　　　　　　池　　徹哉　　（輪島市）

全国農業共済協会長表彰

石川県農業共済組合長表彰

総
代
会
に
先
立
ち
、

田
中
組
合
長
よ
り
表

彰
を
授
与
さ
れ
た
池

徹
哉
総
代
（
右
）

み　ろく

くぬぎ

組
合
長
理
事
　
田
中
　
肇

3 23 2

議
長
に
選
出
さ
れ
た

法
京
総
代

祝辞を述べる
吉田健一県農林水産部長

　

昨
年
は
元
日
の
能
登
半
島
地
震
、

更
に
は
、
９
月
の
豪
雨
と
２
度
に
わ

た
り
奥
能
登
地
域
を
中
心
に
甚
大
な

被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
被
災
さ

れ
た
皆
様
に
は
心
か
ら
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。 

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
団
体
と
し
て
、
水
稲

共
済
、
建
物
共
済
を
中
心
に
、
被
害

状
況
の
把
握
と
迅
速
な
損
害
評
価
、

早
期
の
共
済
金
支
払
い
に
組
織
を
挙

げ
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
改

め
て
自
然
の
脅
威
を
痛
感
し
て
い
る

昨
今
で
あ
り
ま
す
。 

共
済
金
の
早
期
支
払
い
を
実
現 

　
農
作
物
共
済
、
畑
作
物
共
済
、
園

芸
施
設
共
済
、
任
意
共
済
を
含

め
た
全
事
業
で
、
総
額
32
億
９
，

　５月 31 日、当組合において、総代 103 名（書面出席を含む）の出席をいただき、
第 20 回通常総代会を開催しました。田中肇組合長のあいさつに続き、吉田健一県
農林水産部長より祝辞をいただきました。議長には、七尾市の法京廣照総代が選出
され、提出した 10 議案すべてが原案通り可決承認されました。

１
６
７
万
円
余
り
の
共
済
金
を
、
被

災
農
家
の
皆
様
に
お
支
払
い
い
た
し

ま
し
た
。
共
済
金
の
早
期
支
払
い
の

実
現
に
あ
た
り
、
関
係
各
位
の
ご
尽

力
に
対
し
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。 

　
私
た
ち
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
は
、
収
入
減

少
や
災
害
等
に
見
舞
わ
れ
た
農
業
者

の
早
期
の
経
営
再
建
に
向
け
、
共
済

金
の
早
期
支
払
い
は
も
と
よ
り
、
つ

な
ぎ
資
金
に
よ
る
迅
速
な
資
金
対
応
、

適
時
適
切
な
情
報
提
供
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
農
業
経
営
の
基
幹
的

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
役
割

を
果
た
す
べ
く
、
役
職
員
一
丸
と
な

り
、
収
入
保
険
及
び
農
業
共
済
の
生

産
現
場
へ
の
、
更
な
る
浸
透
と
加
入

拡
大
に
取
り
組
む
所
存
で
す
。 

事
業
計
画
の
必
達
を 

　
本
年
度
は
、
収
入
保
険
で
は
、
１
，

３
２
６
経
営
体
の
加
入
を
目
指
し
、

地
域
農
業
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
農
業
者
、
新
規
就
農
者
等
へ

重
点
的
に
働
き
か
け
を
行
い
、
制
度

の
理
解
を
得
な
が
ら
、
推
進
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
ま
す
。 

　
農
業
共
済
事
業
で
は
総
共
済
金
額

４
，
７
２
０
億
円
余
の
必
達
を
事
業

計
画
に
据
え
、
各
種
農
業
施
策
と
連

携
し
、
農
家
の
皆
さ
ま
か
ら
の
信
頼

を
確
保
す
る
た
め
、
法
令
等
を
遵
守

し
た
適
正
な
団
体
運
営
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。 

国
の
新
た
な
基
本
計
画
に
即
し 

　

令
和
７
年
４
月
に
策
定
さ
れ
た
、

国
の
新
た
な
「
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
計
画
」
で
は
、「
自
然
災
害
へ

の
対
応
」
の
中
で
、
農
業
保
険
の
普

及
を
図
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
ま
し

た
。 

　

具
体
的
な
方
向
と
し
て
、「
我
が

国
の
食
料
供
給
」
の
中
長
期
的
な

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
対
策
と
し
て
、

収
入
保
険
に
つ
い
て
は
「
重
点
的
に

推
進
し
て
い
く
こ
と
」、
農
作
物
共

済
を
は
じ
め
と
す
る
収
穫
共
済
に
つ

い
て
は
「
制
度
を
抜
本
的
に
検
討
す

る
こ
と
」、
全
体
の
あ
り
方
に
つ
い

て
は
、「
類
似
制
度
の
集
約
も
含
め

て
検
討
す
る
こ
と
」
と
示
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 

そ
の
た
め
、
農
業
保
険
全
体
に
つ

い
て
、
新
た
な
基
本
計
画
で
示
さ
れ

た
方
向
に
即
し
、
事
業
展
開
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
情
報
の
収

集
並
び
に
組
合
員
へ
の
情
報
提
供
等

に
努
め
、
必
要
に
応
じ
て
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｉ
団
体
内
部
の
検
討
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

今
後
も
地
域
農
業
の
た
め
に 

　
今
後
さ
ら
に
、
安
定
し
た
団
体
運

営
基
盤
を
確
立
し
、
常
に
、
農
家
の

皆
様
、
地
域
農
業
の
た
め
、
そ
の
機

能
を
果
た
す
こ
と
を
責
務
と
し
、
皆

様
の
負
託
に
応
え
て
ま
い
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。 

あ
い
さ
つ
の
要
旨

総代数 104 人
本人出席 43 人
書面出席 60人
出席計 103 人



●補償の充実を図るため、農家ごとの事故実績を提示し、死亡廃用共済は低
　付保割合農家に対する最高補償割合への引上げ、疾病傷害共済は適正な最
　高補償共済金額への選択を促し、両者を一体とした加入推進を行います

◆ 令和６年度事業実績

6,130
89

（実） 　　46
（実） 　　48

59
57

（実）  1,050
（実）  19,785
（実） 　 694

27,958

組合員数（人） 引受数量 共済金額（千円） 徴収掛金（千円） 支払対象 支払共済金（千円）
12,240ha
637ha

11,594 頭
4,869 頭
34ha
392ha
3,948 棟
32,261 棟
2,869 台

9,209,865
228,899
811,133
38,927
33,756
102,351
2,234,367

451,757,380
11,441,330
475,858,008

2,901
5,177
13,483
14,448
586
3,638
14,438
462,750
57,799
575,220

308 人
61人
352頭
4,860 件
12人
36人
301棟
1,849 棟
208台

55,762
27,615
22,562
30,956
3,601
14,963
43,800

3,053,820
38,591

3,291,670

農作物共済

家畜共済

果樹共済
畑作物共済
園芸施設共済
建物共済
農機具共済　　　
　　　計

水稲
麦
死廃
疾病

◆ 令和７年度事業計画

◆ 収入保険

農作物共済
水稲

麦

11,286ha

549ha

1,165　 1,326　

8,608,838

176,265

15,962頭 911,271家畜共済

果樹共済 30ha 32,442

畑作物共済 368ha 99,843

園芸施設共済 4,281棟 2,332,847

建物共済 32,049棟 448,339,120

農機具共済

収入保険

　　　　計　　　

2,890台 11,540,580

472,041,206

引受数量

令和７年度
引受計画経営体数

令和６年度
引受経営体数

主な引受計画と実施方策

引受計画と実施方策

共済金額（千円）
●関係機関と連携し、一体化用紙の回収に努め、有資格農家を把握し適正な引
受を行います
●水稲・麦において、農家のニーズに応じた引受方式を推進し、無保険者を発
生させないように努めます

●有資格農家の把握に努め、農家ニーズに沿った引受方式を最高の補償が受
けられるよう加入を推進します   

●生産者団体及び関係機関との連携を密にし、担い手及び集落営農組織の情
報を正確に把握し、各種交付金の対象となる作付面積等と整合性をとり、
適正な引受に努めます   

●適切な共済価額の把握を行い、共済金額の増額等満額推進を図るとともに、
補償の拡充に向け、臨時費用担保特約の付帯を勧めます。農業用ドローン
については、補償内容及び免責規定などを農家に十分説明し加入推進に努
めます   

●加入者の自然災害に対する備えの関心が高まる中、建物総合共済への転換
を積極的に行うとともに、共済金額増額及び、建物火災共済とのセットで
の満額加入推進を図ります   

●さらなる補償の充実や掛金等の割引制度を農家に周知し、引受の拡大と補
償の充実に努めます
●有資格調査を徹底し、新規就農者、他保険契約満了者、クロスコンプライ
アンス利用者の完全引受及び水稲育苗ハウスの加入推進を重点的に行いま
す

●青色申告実施農家（認定農業者等）で未加入先を訪問します。未実施農家
に対しては青色申告のメリットを説明し、実施を勧め、加入を促します。
●農家ニーズに合わせ、積立方式併用タイプ・保険方式補償充実タイプ・補
償限度が選択できることを提案します

全ての農家に安心を
令和６年度共済金32億 9,167万円を支払い

令和７年度総共済金額4,720 億4,121万円を計画

施設費 65,143

引当金等繰入 117,301

業務費 38,223 

事務費 26,525 

諸税負担金 12,313
事業勘定繰入 10,940
普及推進費 9,164

損害評価費 4,566
その他
14,250

予算総額：8億3,373万円

令和7年度業務収支予算書
事務の効率化を図り、経費の節減に努めます

事業の推進状況を勘案しながら予算執行計画に基づき、厳格な予算統制を図ります

■収入の部 単位（千円） ■支出の部 単位（千円）

人件費
522,948

損害防止費 12,354 

受取補助金
370,801

事業勘定受入
194,403

受取利息
135,095

退職給与金施設預託金
付加金収入 6,622

業務財産処分益
38,300 
受託収入
53,400 

損害防止収入 2,071

その他
3,403賦課金 29,632
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5 4

事
務
効
率
の
向
上
と
合
理
化
に
努
め

よ
り
安
定
し
た
事
業
運
営
を
目
指
し
ま
す

事
務
執
行
体
制
の
方
針 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

　
参
事
統
括
の
下
、
管
理
職
の
責
任

体
制
を
明
確
に
し
、
適
材
適
所
へ
の

職
員
配
置
に
努
め
、
グ
ル
ー
プ
制
に

よ
る
推
進
体
制
の
強
化
を
図
り
、
効

率
的
な
事
務
執
行
に
努
め
ま
す
。 

農
業
共
済
団
体
に
対
す
る 

監
督
指
針
に
沿
っ
た
取
り
組
み 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 　
継
続
的
に
安
定
し
た
事
業
運
営
・

組
織
運
営
が
行
え
る
よ
う
、
業
務
の

合
理
化
、
効
率
化
の
観
点
か
ら
業
務

収
支
の
将
来
見
通
し
等
、
中
長
期
計

画
を
策
定
し
、
必
要
に
応
じ
て
随
時

見
直
し
ま
す
。 

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
の 

強
化
・
実
践 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

　
公
共
性
の
高
い
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
団
体

へ
の
信
頼
を
維
持
・
確
保
す
る
た
め
、

整
備
し
た
体
制
の
下
、
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
強
化
の
た
め
の
研
修
の
反
復

実
施
、
内
部
検
査
の
実
施
等
各
種
方

策
を
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
沿
っ
て
実
践
し
ま
す
。 

「
未
来
へ
つ
な
ぐ
」 

サ
ポ
ー
ト
運
動
の
推
進 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・  

　
『
安
心
を
す
べ
て
の
農
家
に
届
け

よ
う
』の「
未
来
へ
つ
な
ぐ
」サ
ポ
ー

ト
運
動
の
目
標
達
成
に
向
け
て
、「
よ

り
身
近
に
、
よ
り
丁
寧
に
、
農
家
の

も
と
へ
」
を
役
職
員
の
行
動
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
、
具
体
的
取
り
組
み
に

つ
い
て
組
織
全
体
で
実
践
し
ま
す
。 

　
農
家
の
経
営
展
開
に
即
し
た
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
提
供
、
総
合
性
・

地
域
性
を
踏
ま
え
た
農
業
保
険
の
加

入
推
進
、
人
材
育
成
と
役
職
員
の
資

質
向
上
、
事
業
運
営
基
盤
の
強
化
、

広
報
・
広
聴
活
動
の
強
化
を
、
運
動

の
推
進
課
題
と
し
て
取
り
組
み
ま

す
。 

執
行
体
制
の
主
な
取
り
組
み



特
集

第
20
回
通
常
総
代
会

損害防止事業

機器購入費の一部助成
　農作物共済、果樹共済及び畑作
物共済事業の健全な運営を図ること
を目的に、損害防止に要する対象機
器を購入した経費の一部を助成しま
す。

交付対象機器
　令和７年１月１日から同年12月31
日までの間に購入した以下の機器
※対象となる機器は本体のみです

   

１台当たり購入額20万円以上に限る 

１台当たり購入額40万円以上に限る 

１台当たり購入額 50万円以上に限る

１台当たり購入額 50万円以上に限る

クロップナビとは・・・
　県内4か所の水田に設置し、気温・
降水量、風速、日照時間、葉濡れ
時間などを測定しています。測定デー
タは、当組合のホームページで閲覧
できます。

①動力噴霧機（器） 

②農薬散布ドローン 

④スピードスプレーヤ（ＳＳ） 

③水田乗用管理機（ブームスプレー
　ヤ）・産業用無人ヘリコプター

（問い合わせ）管轄のグループ

その他の損害防止活動
●クロップナビ
（気象データーの提供）
●病害虫発生予察
●無人ヘリコプター防除 等

詳しい
交付要領は
コチラ

■南加賀グループ　076-239-2355　■石川中央グループ　076-239-2555　■能登グループ　  （羽咋郡市・中能登町地区）　076-239-2455　■能登グループ（七尾市・奥能登地区）　0768-76-22517 67 6

　
水
稲
の
生
育
状
況
に
合
わ
せ
て
８
月

中
旬
よ
り
被
害
申
告
の
取
り
ま
と
め
を

行
い
ま
す
。 

対
象
と
な
る
共
済
事
故
は   

　

風
水
害
、
干
害
、
ひ
ょ
う
害
、
冷
害
、

凍
霜
害
、
雪
害
、
雨
害
湿
潤
害
、
土
壌

湿
潤
害
、
そ
の
他
気
象
上
の
原
因
（
地

震
及
び
噴
火
を
含
む
）
に
よ
る
災
害
、

火
災
、
病
害
、
虫
害
、
鳥
害
、
獣
害
。 

　
た
だ
し
、
薬
害
等
人
為
的
な
災
害
は

含
み
ま
せ
ん
。   

加
入
方
式
ご
と
の
補
償
対
象
は   

【
全
相
殺
方
式
】 

　
加
入
者
ご
と
の
基
準
収
穫
量
に
対
し

て
、
引
受
耕
地
全
体
の
１
割
を
超
え
る

減
収
が
あ
っ
た
場
合 

【
半
相
殺
方
式
】 

　
加
入
者
ご
と
の
基
準
収
穫
量
に
対
し

て
、被
害
耕
地
の
減
収
量
の
合
計
が
１・

５
割
を
超
え
る
場
合 

耕
地
等
情
報
を
確
認
し
ま
し
ょ
う  

　

７
月
上
旬
に
加
入
者
の
方
に
「
水
稲

共
済
加
入
承
諾
書
兼
共
済
掛
金
等
払
込

通
知
書
・
耕
地
情
報
」
を
郵
送
し
ま
す
。 

　
同
通
知
書
に
は
、
先
に
提
出
さ
れ
た

水
稲
共
済
加
入
申
込
書
及
び
現
地
確
認

等
の
結
果
に
基
づ
き
算
出
し
た
、
令
和

７
年
産
の
水
稲
共
済
掛
金
及
び
賦
課
金

引
　
受

引
　
受  

損
害
評
価

損
害
評
価  

水
稲
共
済
掛
金
の
納
入
は
７
月
31
日
ま
で 

被
害
調
査
は
８
月
中
旬
か
ら　

 

水稲共済

【
掛
金
等
振
替
日
】

　●
Ｊ
Ａ
　
　
　
　
　
７
月
18
日 

　
●
Ｊ
Ａ
以
外
　
　
　
７
月
22
日 

※

期
限
ま
で
に
掛
金
等
の
納
入
が

な
い
場
合
は
、加
入
で
き
ま
せ
ん

の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

　
納
入
期
限
　
　
　
　
７
月
31
日 

の
金
額
等
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
水
稲
作
付
け
に
変
更
・
訂
正
が
あ
っ

た
場
合
は
、
管
轄
の
グ
ル
ー
プ
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。  

掛
金
納
入
は
口
座
振
替
で  

　
左
の
期
日
で
掛
金
等
を
振
替
し
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
指
定
口
座
の
残
高
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。 

　
振
替
口
座
を
登
録
し
て
い
な
い
方
は
、

期
限
ま
で
に
掛
金
等
の
納
入
を
お
願
い

し
ま
す
。 

　
一
筆
半
損
特
例
に
よ
り
、
支
払
い
対

象
と
な
り
ま
す
。
該
当
す
る
耕
地
す
べ

て
を
申
告
し
て
下
さ
い
。

耕
地
ご
と
に
５
割
以
上
減
収
し
た
場
合

　
共
済
事
故
に
よ
る
減
収
や
損
害
が

見
込
ま
れ
る
と
き
は
、
各
集
落
の
Ｎ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長
ま
た
は
管
轄
の
グ

ル
ー
プ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

被
害
申
告
は
刈
り
取
る
前
に     

　
必
ず
刈
り
取
り
前
に
申
告
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
収
穫
後
に
被
害

申
告
を
し
た
場
合
は
、
適
正
に
損
害

評
価
が
で
き
な
い
た
め
、
共
済
金
を

支
払
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

【
連
絡
す
る
事
項
】 

　
●
耕
地
の
地
名
地
番 

　
●
被
害
耕
地
の
見
込
み
収
量 

　
●
災
害
名

　
●
災
害
の
発
生
日 

　
●
刈
取
り
予
定
日  

被
害
申
告
の

ポ
イ
ン
ト 

収
入
保
険 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

大
規
模
農
家
を
訪
問
し  

提
案
型
の
推
進
を
し
ま
す 

　
農
業
法
人
及
び
大
規
模
農
家
を
中

心
に
訪
問
推
進
を
実
施
し
ま
す
。
農

家
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、
様
々
な
選

択
肢
を
ご
提
案
し
ま
す
。
ま
た
、
基

準
収
入
の
特
例
措
置
や
つ
な
ぎ
資
金

な
ど
農
家
に
と
っ
て
有
利
と
な
る
情

報
を
積
極
的
に
提
供
し
、
加
入
の
拡

大
に
繋
げ
る
こ
と
で
、
農
業
経
営
を

支
え
て
い
き
ま
す
。 

水
稲
共
済 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

全
相
殺
方
式
を
お
す
す
め
し
ま
す 

　
Ｊ
Ａ
等
へ
乾
燥
調
製
作
業
を
全
量

依
頼
し
て
い
る
農
家
、
又
は
税
申
告

者
で
収
穫
量
が
把
握
で
き
る
帳
簿
を

保
管
し
て
い
る
農
家
に
は
全
相
殺
方

式
又
は
品
質
方
式
を
お
す
す
め
し
て

い
ま
す
。
青
色
申
告
書
等
調
査
及
び

白
色
申
告
関
係
書
類
や
過
去
の
収
穫

量
等
が
確
認
で
き
る
関
係
書
類
、
現

地
確
認
に
よ
り
、
引
受
を
行
い
ま
す
。 

建
物
共
済 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

特
約
に
よ
る
補
償
の
拡
充
に
よ
り  

加
入
拡
大
に
努
め
ま
す 

　
小
損
害
実
損
塡
補
特
約
が
、
８
月

よ
り
最
大
50
万
円
に
拡
充
さ
れ
ま
す
。

的
確
な
補
償
額
の
提
示
と
、
徹
底
し

た
制
度
説
明
で
、
継
続
加
入
や
新
規

加
入
の
推
進
に
努
め
ま
す
。
継
続
加

入
の
際
は
、
手
続
き
が
簡
単
な
自
動

継
続
特
約
の
活
用
を
進
め
て
い
き
ま

す
。 

農
機
具
共
済 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

加
入
限
度
の
引
き
上
げ
に
よ
り 

積
極
的
に
推
進
し
ま
す 

　
加
入
限
度
額
が
８
月
よ
り
一
台
あ

た
り
３
，
０
０
０
万
円
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。
法
人
及
び
大
規
模
農
家

の
所
有
す
る
ト
ラ
ク
タ
、
田
植
機
、

コ
ン
バ
イ
ン
の
主
要
三
機
種
の
加
入

推
進
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。 

園
芸
施
設
共
済 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

災
害
を
想
定
し 

補
償
の
充
実
に
努
め
ま
す 

　
頻
発
す
る
農
業
用
ハ
ウ
ス
の
被
害

に
対
応
す
る
た
め
に
、
補
償
の
充
実

や
掛
金
等
の
割
引
制
度
を
農
家
に
周

知
し
、
引
受
の
拡
大
と
補
償
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

事
業
推
進
の
実
施
方
策

制
度
の
充
実
と
普
及
で

　
　
　
　
　
　
農
業
経
営
を
支
援
し
ま
す
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内灘町 
●川

か わ

辺
べ

　明
あ き

宏
ひ ろ

さん（52歳）
◆経営内容◆
　水稲 18ha

予期せぬリスクから農業経営を守ります 

収入保険は、すべての農作物を対象にした総合的な保険です。
自然災害や価格低下だけでなく、農業者の経営努力では避けられない収入減少を補償します。 

収 入 保 険 加 入 で 経 営 充 実

8

営
農
計
画
の
変
更
や
事
故
発
生
は

す
み
や
か
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

　収入保険の保険金等の支払いは、保険期間の終
了後になります。しかし、自然災害や価格低下等
により補てん金の受け取りが見込まれる場合、保
険期間中であっても無利子の「つなぎ資金」を受
けることができます。保険金等を受取るまでのつ
なぎとしてご利用ください。 
※遅滞なく事故発生通知をした後、「つなぎ資金」
の利用を申し出てください。 

Ｑ　
　保
険
料
等
の
口
座
振
替
に

つ
い
て
、
残
高
不
足
等
で
振

替
不
能
に
な
っ
た
場
合
、
ど

の
よ
う
に
対
応
す
る
の
で
す

か
？ 

Ａ　
　口
座
振
替
日
は
、
毎
月
26

日
で
あ
り
、
振
替
不
能
に
な
っ

た
場
合
、
そ
の
旨
の
通
知
が

あ
り
ま
す
の
で
、
翌
月
の
口

座
振
替
日
に
引
き
落
と
し
が

で
き
る
よ
う
準
備
を
お
願
い

し
ま
す
。
加
入
者
か
ら
の
口

座
振
込
に
よ
る
対
応
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。 

無利子のつなぎ資金

質
　問
　箱 

保
険
料
の
払
い
込
み

詳しくは
こちら

収入保険

　
内
灘
町
西
荒
屋
で
水
稲
を
栽
培
し
て

い
ま
す
。
専
業
農
家
の
父
を
手
伝
う
形

で
約
10
年
前
に
就
農
し
、
今
年
の
１
月

に
父
が
急
逝
し
た
た
め
経
営
を
引
き
継

ぎ
ま
し
た
。 

地
震
で
12
㌶
作
付
け
不
能
に 

　
昨
年
の
能
登
半
島
地
震
で
は
、
液
状

化
に
よ
り
住
宅
や
道
路
に
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。
集
落
内
の
様
子
は

一
変
し
、
避
難
や
解
体
に
よ
り
閑
散
と

し
た
状
態
で
す
。
農
地
は
地
割
れ
し
て

砂
が
噴
出
し
、
隆
起
や
陥
没
が
起
こ
り
、

水
路
は
給
水
も
排
水
も
で
き
な
い
状
態

に
損
傷
し
、
計
画
し
て
い
た
水
稲
16
㌶

の
う
ち
12
㌶
が
作
付
け
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。 

　
収
入
の
減
少
が
確
実
と
な
り
、
保
険

金
等
の
支
払
時
期
よ
り
前
に
受
け
取
れ

る
つ
な
ぎ
資
金
を
申
請
し
ま
し
た
。
農

機
具
代
の
支
払
い
や
生
活
費
に
充
て
る

こ
と
が
で
き
て
、
本
当
に
助
か
り
ま
し

た
。
収
入
保
険
に
加
入
し
て
い
た
父
に

感
謝
で
す
。 

復
旧
し
た
水
田
に
田
植
え 

　
今
年
は
、
約
１
年
を
か
け
て
全
水
田

が
復
旧
し
た
た
め
、
発
災
前
よ
り
２
㌶

増
の
規
模
で
作
付
け
し
ま
す
。
今
年
の

田
植
え
作
業
は
、
工
事
の
進
捗
に
合
わ

せ
て
何
回
も
育
苗
し
た
り
、
土
質
が
安

定
せ
ず
機
械
が
は
ま
っ
た
り
と
、
例
年

よ
り
時
間
が
か
か
り
苦
労
し
ま
し
た
。

こ
の
先
も
収
穫
ま
で
慎
重
に
管
理
し
よ

う
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
、
父
が
取
り

組
ん
で
き
た
特
産
品
の
「
内
灘
も
ち
」

や
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
を
続
け
、

売
り
上
げ
向
上
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

震
災
後 

つ
な
ぎ
資
金
が
再
建
の
力
に

加入者の声

加
入
者
の
み
な
さ
ま
へ 

作
付
面
積
や
作
物
を
変
更
し
た
場
合 

　
お
手
元
の
保
険
証
書
に
添
付
さ
れ
て

い
る
営
農
計
画
書
の
内
容
に
変
更
が
あ

る
場
合
は
、
農
作
物
等
の
作
付
け
後
１

か
月
以
内
に
通
知
し
て
く
だ
さ
い
。 

事
故
が
発
生
し
た
場
合

　
収
入
が
減
少
す
る
事
故
（
被
害
）
が

発
生
し
た
際
は
遅
滞
な
く
通
知
し
て
く

だ
さ
い
。
価
格
低
下
な
ど
、
減
収
や
品

質
低
下
以
外
の
事
故
も
通
知
し
て
く
だ

さ
い
。

事
故
発
生
通
知
の
遅
れ
は
免
責 

令
和
７
年
契
約
よ
り
厳
格
化 

　
従
来
か
ら
、
営
農
計
画
の
変
更
通
知

や
事
故
発
生
通
知
の
遅
れ
は
「
免
責
」

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
７
年
契

約
よ
り
厳
格
に
運
用
さ
れ
ま
す
。 

　
現
地
確
認
等
で
被
害
を
確
認
で
き
る

状
態
が
保
持
さ
れ
て
い
る
期
間
に
通
知

し
て
く
だ
さ
い
。
通
知
が
遅
れ
た
場
合

は
、
保
険
金
等
の
支
払
い
が
免
責
と
な

り
、
減
額
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。 

　

収入保険 
新規加入推進中

未加入の方は、まずはお
見積もりから。お気軽に
お問合せください。 

　今年度より、本所事業部の事業
１課に農業保険推進担当を設置し、
法人を中心に、収入保険の新規加
入を推進します。農家の皆さまの
もとを訪問する予定ですので、収
入保険のご質問だけでなく、園芸
施設共済や農機具共済などについ
てもお気軽にご相談ください。 

農業保険推進担当

お気軽に
お声かけください

井村　長人 井村　長人 松生　朋広松生　朋広

大田　伸大田　伸 川越　翔太川越　翔太



農業にまっすぐ取り組む人々や
たのもしい担い手たちを紹介します
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水
稲
と
野
菜
な
ど
を
栽
培
す
る

加
賀
市
水み

ず

田た

丸ま
る

町
の
株
式
会
社
シ

モ
デ
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
（
下
出

幸
緒
代
表
取
締
役
・
57
）
は
、
経

営
面
積
70
㌶
で
、
適
地
適
作
と
農

地
の
効
率
的
な
利
用
に
よ
り
、
収

　
「
規
格
外
の
廃
棄
野
菜
が
大
量

に
あ
る
こ
と
を
知
り
、
主
力
事
業

と
し
て
野
菜
加
工
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
」
と
話
す
の
は
、
津
幡
町

中
橋
の
株
式
会
社
愛あ

い

昴す
ま
る

の
代
表
取

締
役
の
田
中
真
由
美
さ
ん
（
64
）。

　
白
山
市
松ま

つ

本も
と

町
の
松
田
健
二
さ

ん
は
、
水
稲
60
㌃
を
栽
培
し
な
が

ら
、
５
年
前
か
ら
ゴ
マ
栽
培
し
、

直
売
所
で
販
売
し
て
い
る
。 

　
６
月
上
旬
に
水
稲
育
苗
後
の
苗

箱
に
種
を
ま
き
、
育
苗
後
移
植
す

る
。
定
植
・
収
穫
・
選
別
な
ど
、

手
間
暇
の
か
か
る
作
業
だ
が
、
水

稲
の
農
繁
期
と
重
な
ら
な
い
こ
と

が
利
点
だ
。 

　
「
ゴ
マ
栽
培
は
す
べ
て
手
作
業

で
非
効
率
だ
が
、
そ
れ
が
で
き
る

の
が
小
規
模
農
家
の
強
み
だ
。
こ

れ
か
ら
も
こ
つ
こ
つ
と
作
業
を
し

て
い
き
た
い
」
と
話
す
。 

　

珠
洲
市
正し

ょ
う
い
ん院

町
の
皆
口
英
樹

さ
ん
は
、
昨
年
の
地
震
と
豪
雨
で
、

イ
チ
ゴ
と
ア
ズ
キ
に
甚
大
な
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
、
復
旧
の
め
ど
は

２
０
２
６
年
以
降
と
な
っ
て
い
る
。 

　
そ
の
中
で
、
被
災
の
影
響
が
少

な
か
っ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
の
栽
培
に

注
力
し
、
加
工
品
へ
の
取
り
組
み

を
加
速
。「
サ
ツ
マ
イ
モ
チ
ッ
プ
」

や
、半
真
空
の
「
冷
凍
の
焼
き
芋
」

を
商
品
化
し
、
販
売
を
始
め
て
い

る
。 

　
「
将
来
は
、
自
家
産
の
農
作
物

で
ス
イ
ー
ツ
を
作
り
、
地
元
の
方

や
観
光
客
が
集
ま
る
店
を
作
り
た

い
」
と
前
向
き
に
話
し
て
い
る
。 

ケロッコを収穫中の下出代表自社で販売している加工品を
紹介する田中さん（中央）と
施設職員

「農業は自由度が高くやりがいがある」
と話す下出代表 

すべて手作業で「加賀丸いも」
の２次加工をする利用者

水
稲
・
野
菜
栽
培 

農
地
の
有
効
活
用
で
高
収
益
を
目
指
す 

就
労
支
援
事
業
所  

野
菜
加
工
で
障
が
い
者
の
就
労
を
支
援 

ゴ
マ
栽
培 

手
作
業
で 

手
間
暇
か
け
て

サ
ツ
マ
イ
モ 

チ
ッ
プ
や 

焼
き
芋
に
加
工 

加
賀
市　
㈱
シ
モ
デ
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム

津
幡
町　
㈱
愛あ

い
す
ま
る昴

白
山
市 

松ま
つ

田だ　
健け

ん

二じ

さ
ん
（
74
歳
）

珠
洲
市 

皆み
な

口く
ち　
英ひ

で

樹き

さ
ん
（
46
歳
）

益
性
の
高
い
経
営
に
取
り
組
む
。

山
間
地
に
は
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー 

　
水
稲
25
㌶
と
並
ん
で
経
営
の
軸

と
な
っ
て
い
る
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
で

は
、
市
内
の
作
付
面
積
の
約
一
割

同
社
が
運
営
す
る
就
労
継
続
支
援

Ｂ
型
事
業
所
米ま

い

ラ
イ
フ
で
は
、
令

和
３
年
７
月
に
野
菜
の
急
速
冷
凍

加
工
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
規
格

外
の
野
菜
な
ど
を
仕
入
れ
、加
工・

出
荷
し
て
い
る
。 

を
作
付
し
、
出
荷
量
は
市
内
ト
ッ

プ
。
主
に
山
間
部
の
ほ
場
で
栽
培
。

水
稲
で
は
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
獣
害

が
深
刻
だ
が
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は

被
害
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。 

　
水
稲
・
大
麦
・
大
豆
の
２
年
３

作
や
、
水
稲
あ
と
や
大
豆
あ
と
に

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
栽
培
す
る
２
毛

作
に
取
り
組
む
な
ど
、
農
地
を
有

効
に
活
用
し
て
い
る
。 

　

６
棟
の
農
業
ハ
ウ
ス
で
は
、

ケ
ー
ル
と
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
掛
け

合
わ
せ
た
新
野
菜
「
ケ
ロ
ッ
コ
」

や
フ
リ
ー
ジ
ア
「
エ
ア
リ
ー
フ

ロ
ー
ラ
」
な
ど
、
栽
培
管
理
し
や

す
い
冬
作
物
を
模
索
中
だ
。 

雇
用
・
人
材
育
成
に
注
力

　
現
在
、
代
表
家
族
以
外
に
、
常

勤
で
10
代
か
ら
50
代
の
４
人
の
社

員
が
働
い
て
い
る
。
昨
年
は
高
校

か
ら
の
新
卒
採
用
を
実
現
。
下
出

代
表
は
、
社
員
の
大
型
特
殊
の
運

転
免
許
や
ド
ロ
ー
ン
の
操
縦
免
許

な
ど
の
取
得
を
奨
励
し
、
人
材
育

成
に
力
を
注
ぐ
。 

　

下
出
代
表
は
、「
産
業
と
し
て

農
業
の
地
位
向
上
を
図
り
、
時
代

に
合
っ
た
雇
用
条
件
や
作
業
環
境

を
整
え
た
会
社
に
し
た
い
」
と
話

し
、「
地
域
の
遊
休
農
地
を
減
ら

し
、
経
営
面
積
１
０
０
㌶
を
目
指

す
」
と
奮
闘
を
続
け
る
。 

Ｊ
Ａ
と
の
取
引
で
特
産
品
を
加
工

　
取
引
先
に
は
県
内
の
Ｊ
Ａ
が
あ

り
、「
加
賀
丸
い
も
」
の
す
り
お

ろ
し
や
学
校
給
食
な
ど
に
使
用
す

る
カ
ッ
ト
加
工
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
ま
た
、
能
登
か
ら
は
、
震
災

後
、
特
産
の
ク
リ
の
加
工
依
頼
に

も
応
じ
た
。 

　
Ｊ
Ａ
根
上
営
農
販
売
課
長
の
本

村
宏
人
さ
ん
は
、「
県
内
で
加
工

処
理
で
き
る
の
は
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

で
助
か
る
。
年
々
加
工
済
み
野
菜

の
需
要
は
高
ま
っ
て
お
り
、
今
後

も
お
願
い
し
て
い
き
た
い
」
と
話

す
。
田
中
さ
ん
は
、「
加
工
後
の

出
荷
先
が
課
題
で
あ
り
、
加
工
品

を
買
い
取
る
取
引
は
あ
り
が
た

い
」
と
話
す
。 

加
工
品
は
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー

　
同
事
業
所
で
は
、
こ
れ
ま
で
も

コ
メ
や
野
菜
の
栽
培
や
、
農
産
物

加
工
に
よ
る
就
労
支
援
事
業
を
展

開
し
て
き
た
。
自
家
産
タ
ケ
ノ
コ

の
メ
ン
マ
や
米
粉
ド
ー
ナ
ツ
の
製

造
も
行
っ
て
お
り
、
中
で
も
メ
ン

マ
は
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
商
品
と
な
っ

て
い
る
。 

　

田
中
さ
ん
は
、「
農
産
物
の
自

主
生
産
に
取
り
組
み
、
加
工
に
つ

な
げ
て
、
障
が
い
者
の
収
入
向
上

を
図
り
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。 
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より効率的に 農業経営をサポート より効率的に 農業経営をサポート 
令和７年４月１日付人事 

参事
荒井　　守

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

【
退
職
】 （
令
和
７
年
３
月
31
日
付
） 

北
江　
克
伸
（
前
監
理
室
長
） 

松
田　
雅
彦
（
前
総
務
部
長
） 

土
中　
竹
弥
（
前
南
加
賀
Ｇ
Ｓ
Ｌ
） 

地
家　
佑
美
（
前
事
業
２
課
） 

■南加賀グループ
南加賀グループリーダー 細山　　真　　（能美市）

本　
　
所

GSL 軽海　由里　　（加賀市・小松市）
主査 細山　敦司　　（加賀市）
主査 福田　貴法　　（小松市）
係 花市　充史　　（加賀市）
係 青山　征貴　　（加賀市）
係 田中　玲奈　　育児休業
係 今井　貴裕　　（能美市・川北町）
係 黒田　弥那　　（小松市）
係 出嶋健太郎　　（小松市）
臨時 中谷　修一 ※2 （加賀市）

■事業推進部
事業推進部長 西出　泰章

■石川中央グループ
石川中央グループリーダー 西　　欣也　　（金沢市）

本　
　
所

GSL 宮本　克巳 ※1  （白山市）
GSL 海野　茂喜　　（白山市・野々市市）
GSL 桶谷　英一　　（金沢市）
主査 中尾　友彦　　（白山市）
主査 安田　理恵　　（白山市）
主査 小堀　尭之　　（金沢市）
係 北　　武明　　（津幡町・内灘町）
係 谷元　洸介　　（金沢市）
係 麻生　航輝　　（白山市）
係 細山　　陽　　（津幡町・かほく市）
係 横山奈津美　　（かほく市）
嘱託 森　　祐子 ※2 （金沢市）

■能登グループ
能登グループリーダー 道辻　敬志　　（宝達志水町）

本　
　
所

GSL 中田　光則　　（羽咋市）
GSL 大畑　邦広　　（羽咋市）
GSL 原　　和成　　（志賀町）
係 竹田　香奈　　（中能登町）
係 山内　啓輔　　（中能登町・羽咋市）
係 金田　舜吾　　（志賀町）

奥
能
登
支
所

支所長兼 GSL 名古谷浩子　　（珠洲市）
GSL 刀祢　直美　　（輪島市）
GSL 出村　寿也　　（七尾市）
GSL 竹田　和也　　（七尾市）
主査 谷内　宏彰　　（七尾市・穴水町）
主査 上野　芳裕　　（珠洲市・能登町）
主査 谷口　雅軌　　（輪島市・能登町）
主査 藤田　尚利　　（能登町）
係 市中　裕作　　（七尾市）
嘱託 清田　和之　　（輪島市）

■本所
■総務部

総務部長 伊矢野　保

総
務
課

課長 粟原　　誠
課長補佐 中西　亮一
課長補佐 飲　　成志
係 山根あやめ
臨時 土上　　智

企
画
広
報
課

課長 澤田　一也
課長補佐 福井　千枝
課長補佐 土野　宏樹
係 中井　翔大

■監理室
監理室次長 西出　公英

■事業部
事業部長 鍛治谷繁男

事
業
１
課

課長 松生　朋広
課長補佐 下出　知明
係長 道下ゆかり
係長 大田　　伸
係長 川越　翔太
係長 吉内　拓哉
係 島谷　真希
係 井村　長人

事
業
２
課

課長兼診療所長 志茂　直樹
課長補佐 見砂　正樹
係長 門間　俊幸
係長 川原　崇裕
係長 堀　亜紗子
係長 辻　　裕也
係 中川　茉優
課長補佐兼診療所次長 河合顕太郎
係長（家畜診療所） 丹羽　竜祐
嘱託（家畜診療所） 半田　　勇
臨時（家畜診療所） 本田　　学

職員配置
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（南加賀グループ）
出嶋　健太郎

（石川中央グループ）
横山　奈津美

※ 1：役職定年　※ 2：定年退職　ＧＳＬ：グループサブリーダー　
（　）担当する市町

New face
一生懸命

頑張ります！

　
七
尾
市
の
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
「
ゆ
う
の
丘
」
で
は
、
原
木

シ
イ
タ
ケ
栽
培
で
障
が
い
者
の
就
労

を
支
援
し
て
い
る
。「
の
と
１
１
５
」

の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
13
年
。
植
菌

し
た
ほ
だ
木
４
千
本
を
管
理
し
、
年

間
約
５
０
０
㌔
を
収
穫
。
そ
の
う
ち

約
７
割
を
乾
燥
加
工
す
る
。
施
設
利

用
者
は
、
水
や
り
や
収
穫
、
乾
燥
作

業
な
ど
を
受
け
持
っ
て
い
る
。 

　
昨
年
の
地
震
で
は
、
組
ん
で
あ
っ

た
ほ
だ
木
が
崩
れ
破
損
。
新
た
に
植

　
か
が
有
機
農
法
研
究
会
で
は
、「
水

鳥
が
集
ま
る
柴
山
潟
の
環
境
を
良
く

し
た
い
」
と
化
学
農
薬
や
化
学
肥
料

を
使
用
し
な
い
コ
メ
を
栽
培
し
て
い

る
。
潟
周
辺
の
水
稲
農
家
が
集
ま
り
、

平
成
26
年
に
結
成
。
種
つ
く
り
や
水

管
理
、
除
草
対
策
な
ど
を
一
か
ら
学

ん
だ
。 

　

現
在
10
戸
の
農
家
が
10
㌶
で
栽

培
。
食
味
に
も
自
ら
厳
し
い
基
準
を

課
し
て
お
り
、
圃
場
ご
と
に
サ
ン
プ

ル
を
検
査
し
て
、
基
準
に
達
し
た
も

傘の大きさ、厚み、巻き込みなど高品質
のシイタケが生産されている 

「収穫体験イベントなどを企画し、交流を図
りたい」と話す本田理事長（左） 

「長年の取り組みで土が変わり食味にも自信が
ある」と話す田中代表 

「ティール」とは小型のカモ類のことで
ラベルにデザインされている

原木シイタケ栽培 
障がい者が生き生きと農作業

無
化
学
農
薬
・
無
化
学
肥
料 

柴
山
潟
の
環
境
に
優
し
い
コ
メ
づ
く
り 

七尾市 福祉事業所 ゆうの丘

加
賀
市

　
　
か
が
有
機
農
法
研
究
会

代
表 

田た

中な
か　
友と

も

晴は
る

さ
ん
（
50
歳
）

菌
し
栽
培
を
再
開
し
た
。
損
壊
し
た

乾
燥
施
設
や
機
材
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体

の
支
援
を
受
け
て
再
建
し
た
。
今
年

は
、
地
震
前
の
水
準
の
出
荷
数
を
目

標
に
し
て
い
る
。 

　
本
田
雄
志
理
事
長
（
81
）
は
、「
農

作
業
は
心
と
体
に
良
く
、
食
料
生
産

に
携
わ
る
こ
と
が
施
設
利
用
者
の
自

信
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
話
し
、

利
用
者
の
所
得
向
上
や
就
労
の
サ

ポ
ー
ト
を
続
け
て
い
る
。 

の
だ
け
を
「
あ
ぢ
の
郷
米
加
賀
の

テ
ィ
ー
ル
」
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
直
販
サ
イ
ト
な
ど
で
販

売
し
て
い
る
。 

　
ま
た
、
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
な

ど
の
海
外
へ
の
販
売
や
、
一
時
栽

培
が
途
絶
え
た
北
陸
原
産
の
農
林

21
号
を
復
活
さ
せ
る
な
ど
、
独
自

の
活
動
を
展
開
。
田
中
友
晴
代
表

は
、「
環
境
を
守
り
安
全
で
循
環

型
の
農
業
を
目
指
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。 

　
事
業
推
進
部
は
３
グ
ル
ー
プ

体
制
で
、
組
合
員
の
み
な
さ
ま

の
も
と
へ
お
伺
い
し
ま
す
。
職

員
一
丸
と
な
っ
て
業
務
の
効
率

化
を
図
る
と
と
も
に
、
農
業
保

険
の
普
及
拡
大
に
努
め
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。



■南加賀グループ　076-239-2355　■石川中央グループ　076-239-2555　■能登グループ　  （羽咋郡市・中能登町地区）　076-239-2455　■能登グループ（七尾市・奥能登地区）　0768-76-2251

きらきらひかるきらきらひかる ̶えがお輝く石川の星̶

　羽咋市役所の農林水産課に勤務し
ています。小さい頃から地域の方が農
作業する姿を見て育ったので、仕事を
通して農家の皆さんの手助けができて
嬉しいです。甘いものとコーヒーが大
好きです。これからも時間を大切にし
て、様々なことに挑戦したいです。

農家の力になりたい 

　能美市役所に勤務し、４月から税
務を担当しています。異動前は、
農林関係の部署で、農機具に関す
る業務でした。農家の皆さんには、
いつも優しく接していただき、いろ
いろと教えてもらいました。休日は、
旅行やサウナ巡りで、リフレッシュ
しています。 

休日の気分転換は・・・ 

　地震や豪雨で奥能登地域の変わ
り果てた街並みや農地を見ると、胸
が痛いです。消防士として、地域
の安全を守るため、迅速な判断と
冷静な対応を心掛けています。小
さい頃、祖父母の田植えを手伝い
に行きました。懐かしい思い出です。 

地域の安全を守ります

　コロナ禍で大学生活がうまくいか
ず、知り合いのナシ農家を手伝いし
たことがきっかけで、ナシ農家になる
ことを決意しました。お世話になった
進学塾シップスの講師のアルバイト
もしています。今の自分があるのは、
人とのつながりのおかげです。 

人のつながりに感謝

　実家は鹿児島県で、牛の肥育農家
をしています。畜産以外の農業に興味
があり、米農家の（有）ばんばに就
職しました。稲作は暑い季節の作業が
多く、体力がいります。昨年から田植
機のオペレーターを任せてもらうよう
になり、一層作業が楽しくなりました。

Ｉターンで米農家に就職 

羽咋市 

芝田　惇平さん（23歳） 
しば　た　　　じゅんぺい

白山市 

坂野　彩華さん
（31歳） 

さか　の　　　 あや　か

輪島市 

上野　篤史さん
（25歳） 

うえ　の　　　 あつ　し

加賀市 

髙橋　佑太さん（25歳） 
たか  はし　　　ゆう　た

白山市 

内山　遥輝さん（24歳） 
うち やま　　　はる　き
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7月 
・大豆共済掛金納入 
・水稲共済掛金納入  
8月   
・水稲共済 損害評価（～９月） 
9月   
・理事会
・令和8年産麦共済加入申込
 （１０日～１０月１０日）

7
9

２か月無料
試し読み
キャンペーン
実施中

農業経営に役立つ情報をお届け!

農業共済新聞 

●月4回（水曜日）発行 
●年間購読料5,520円 

お
便
り
コ
ー
ナ
ー

　
「
虹
」
に
載
っ
て
い
る
若
い

人
た
ち
の
目
の
輝
き
と
笑
顔
が

素
敵
で
、ほ
っ
こ
り
し
ま
し
た
。

私
に
は
高
２
に
な
る
男
の
孫
が

い
ま
す
。勉
強
は
し
ま
せ
ん
が
、

学
校
で
園
芸
を
学
ん
で
い
ま

す
。「
畑
作
業
が
楽
し
い
」「
18

歳
に
な
っ
た
ら
ト
ラ
ク
タ
の
免

許
を
取
る
」
と
話
し
て
く
れ
て

頼
も
し
い
で
す
。  

（
か
ほ
く
市　
Ｍ
さ
ん
）

　
地
震
が
起
き
る
と
思
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
早
く
総
合
共
済
に

加
入
し
て
い
れ
ば
よ
か
っ
た
と

思
い
ま
し
た
。
今
年
の
３
月
に

や
っ
と
内
容
変
更
し
た
の
で
、

安
心
で
す
。  

（
加
賀
市　
Ｍ
さ
ん
）

皆
さ
ん
の
声
を
募
集
し
ま
す

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
や
広
報
紙
へ
の

ご
意
見
、
身
近
な
話
題
や
農
業

に
つ
い
て
思
う
こ
と
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
声
は
お
便
り
コ
ー
ナ
ー
で

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。 

集
金
業
務
を
廃
止
、
掛
金
納
入
は
口
座
振
替
で　
　
　

  

保
険
料
の一部
が
市
町
か
ら
助
成
さ
れ
ま
す　
　
　
　
　

　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
沿
っ
た

対
策
と
し
て
、
令
和
７
年
４
月
よ

り
、
継
続
加
入
時
の
建
物
共
済
掛

金
等
に
つ
い
て
、
組
合
事
務
所
外

で
お
預
か
り
す
る
集
金
業
務
を
廃

止
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
共

済
掛
金
等
の
納
入
は
口
座
振
替
の

　
各
市
町
か
ら
、
令
和
７
年
４
月

か
ら
令
和
８
年
３
月
の
収
入
保
険

加
入
者
へ
保
険
料
等
の
一
部
が
助

成
さ
れ
ま
す
。 

※
各
市
町
ご
と
に
、
助
成
基
準
が

　
異
な
り
ま
す
。 

事
故
発
生
の
連
絡
は　
　

 

遅
滞
な
く　
　
　
　
　
　

 

　
共
済
事
故
が
発
生
し
た
ら
、
職

員
が
事
故
の
現
地
を
確
認
し
ま

す
。
連
絡
が
遅
れ
事
故
の
原
因
が

特
定
で
き
な
い
場
合
、
共
済
金
を

お
支
払
い
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。 

７
月
・
８
月
は
イ
ノ
シ
シ

被
害
防
止
強
化
月
間
で
す 

　
県
内
の
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作

物
被
害
の
約
６
割
が
水
稲
被
害
で

す
。
被
害
が
起
こ
る
前
に
、
地
域

で
協
力
し
て
「
防
護
柵
の
点
検
」

「
周
辺
環
境
の
管
理
」「
捕
獲
の
強

化
」
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。 

ニ
ー
ズ
調
査
実
施
中　

   

　
共
済
対
象
品
目
の
う
ち
、
現
在

石
川
県
で
実
施
さ
れ
て
い
な
い
品

目
に
つ
い
て
、
加
入
希
望
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
組
合
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

み
の
対
応
と
な
り
ま
す
。 

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
、
法
令
等
遵

守
態
勢
の
強
化
に
よ
る
経
営
の
健

全
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。 

【
実
施
市
町
】 

加
賀
市
・
小
松
市
・
能
美
市
・
津

幡
町
・
か
ほ
く
市
・
宝
達
志
水
町
・

羽
咋
市
・
穴
水
町
・
輪
島
市 

41
号
ク
イ
ズ
当
選
者（
敬
称
略
） 

山
岸　
正
臣　
　
藤
田　
裕 

高
畠　
秀
昭　
　
松
田　
宣
治 

西
田　
清
明 

　組合ホームページで、各
事業の内容や情報開示、採
用情報のほか、パンフレッ
トや公告もご覧いただけま
す。電話やメールのお問合
せにも対応しています。 

組合ホームページ

加入方式 全相殺方式 
被害名 土壌湿潤害・干害 

支払戸数 36戸
支払共済金 14,962,872円 

支払日 令和7年3月28日

　　　　  共済金を支払いました大豆共済 

建
物
共
済

収
入
保
険 

検 索NOSAI石川



新規採用 職員募集

　

〈応募締切〉 令和７年８月 29日（金）17時 （獣医師は随時） 

農業保険法に基づく一般業務及び
家畜診療に係る業務
①初任給　242,600円
　　　（大学卒獣医師資格取得者）
②応募資格 
・大学を卒業又は採用までに卒業
される方で、獣医師免許取得又
は採用までに獣医師免許を取得
される方（昭和 57 年４月２日
以降に生まれた方） 

・普通自動車運転免許取得又は採
用までに取得される方
③試験予定日　随時

農業保険法に基づく一般業務のほ
か、加入推進などの外勤業務
①初任給　220,500円（大学卒）
②応募資格
・大学を卒業又は採用までに卒業
される方（平成８年４月２日以
降に生まれた方） 

・普通自動車運転免許取得又は採
用までに取得される方 
③試験予定日
　第１次試験日
　令和7年９月30日（火）
　第２次試験日
　令和７年10月下旬予定

一般職獣医師

令和 8年度

詳しい
募集要領は
コチラ 

〈問い合わせ〉石川県農業共済組合 企画広報課 採用担当

石川県農業共済組合
■ 本　所 ■　
〒920-0007
金沢市田中町か26番地1
TEL 076-239-3111（代）
FAX 076-203-0031
Eメール  
kouhou@nosai-ishikawa.or.jp

【本所別館】
〒920-0007　
金沢市田中町か 12番地１

各グループのお問い合せ先は
こちら

ＮＯＳＡＩ石川広報紙「虹」
夏号　vol.42
2025年7月発行

南加賀グループ
℡　076-239-2355
（加賀市・小松市・能美市・
川北町）

石川中央グループ
℡　076-239-2555
（白山市・野々市市・金沢市・
かほく市・津幡町・内灘町）

能登グループ
℡　076-239-2455
（羽咋市・志賀町・宝達志水町・
中能登町）

【奥能登支所】
〒928-0313
鳳珠郡能登町字天坂に１番地１
℡　0768-76-2251
（七尾市・輪島市・珠洲市・
穴水町・能登町）

NOSAI石川
ホームページ

NOSAI石川
Facebook

LINE公式アカウント
はじめました

友達追加は
コチラから

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

浅浅あ
さ
あ
さ

野野のの　　
清清き

よ
き
よ

利利と
し
と
し

さ
ん
さ
ん
（（
7272
歳
）
歳
）

南加賀グループ   南加賀グループ   
福田　貴法福田　貴法

小松市園町   小松市園町   
浅野　清利浅野　清利さんさん

自
然
災
害
へ
の
備
え
が
大
切

　
町
内
会
長
と
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

を
務
め
て
21
年
が
経
ち
ま
し
た
。

そ
の
間
に
離
農
が
進
み
、
今
で
は

町
内
の
水
田
面
積
の
半
分
以
上
を

請
け
負
っ
て
い
ま
す
。 

　
10
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
長
女
が
農

作
業
を
手
伝
う
よ
う
に
な
り
、
今

は
農
作
業
全
般
や
事
務
処
理
な
ど

も
任
せ
、
私
は
サ
ポ
ー
ト
に
徹
し

て
い
ま
す
。 

　
令
和
２
年
の
大
雪
に
よ
り
、
町

内
の
神
社
の
屋
根
が
損
害
を
受
け

た
際
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
建
物
共
済

の
支
払
い
を
受
け
助
け
ら
れ
ま
し

た
。
自
然
災
害
へ
の
備
え
の
大
切

さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。 

　
今
後
も
地
域
農
業
を
守
り
な
が

ら
、『
地
域
で
一
番
住
み
よ
い
町
』

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

◆
経
営
内
容
◆　
水
稲
11
・
５
㌶ 

　
事
業
推
進
部
の
職
員
が
担
当
地

区
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長
宅
を
訪
問

し
ま
し
た
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長
は

農
家
と
組
合
と
の
パ
イ
プ
役
。
と

て
も
頼
り
に
な
り
ま
す
。
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